
Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。）

分野 種目

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。） あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（ ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な

制 作 団 体 名

こうえきざいだんほうじん かたやまけのうがく・きょうまいほぞんざいだん 

公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団 

代表者職・氏名 理事長 片山清司 

制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒605-0088 

京都市東山区新門前大和大路東入西之町２２４ 

（京阪電車三条駅、地下鉄三条京阪駅下車徒歩 5分） 

電 話 番 号 ０７５－５５１－６５３５ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０７５－５３２－２８４１ 

ふ り が な

公 演 団 体 名

こうえきざいだんほうじん かたやまけのうがく・きょうまいほぞんざいだん 

公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団 

代表者職・氏名 理事長 片山清司 

公演団体所在地

（最寄り駅・バス停） 

〒605-0088 

京都市東山区新門前大和大路東入西之町２２４ 

（京阪電車三条駅、地下鉄三条京阪駅下車徒歩５分） 

制 作 団 体

設 立 年 月
平成８年６月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理事長 片山清司 

理事 

稲盛和夫（京セラ㈱名誉会長） 

井上八千代（京舞・人間国宝） 

他６名 

※「No.1別紙 理事・監事名簿、評

議員名簿」参照

※定款参照

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

№1(実演芸術)

B区分(令和3年度採択　延長)



事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名
駒井 潤 

経理処理等の 

監査担当の有無
有   ・  無 経理責任者名 

駒井 潤 

制作団体沿革 観世流片山家は世阿弥が大成した能の伝統を京都で受け継いでいる家柄。明治期に至

るまで「禁裏御能（きんりごのう）」と呼ばれる、御所において天皇が主催される能に奉仕す

るという大役を受け持っていました。明治期に六世片山九郎右衛門と京舞井上流三世家

元井上八千代の結婚とともに、一つ屋根の下に「能」と「京舞」という二つの伝統芸能が共

存することとなりました。能・京舞の技術的な伝承だけでなく、数多く保存されている能面

や能装束なども後世により良い形で残していきたいということもあり、財団法人化への機運

が高まり、平成８年６月に財団法人を設立。その後、平成２３年６月に京都府より認可を受

け、公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団となりました。京舞井上流四世家元井上八

千代、九世片山九郎右衛門（片山幽雪）、京舞井上流五世家元井上八千代の親・子・孫

と三代にわたり三人の人間国宝を輩出している。 

学校等における

公演実績 

・立命館小学校にて年間を通じて特別授業年約３０回、小公演・ワークショップ年２回（平

成１８年より毎年） 

・香川県高松市教育委員会の依頼により、高松市内小中学校にて公演・ワークショップ

（平成１２年より毎年１０月、昨年は６校） 

・同志社中学校能楽鑑賞会にて公演（平成１４年より毎年２月） 

・京都外国語大学にて特別講義およびワークショップ（平成２５年より年２回） 

・京都大学能楽鑑賞会にて公演（昭和３１年より毎年１２月） 

・京都造形芸術大学（現・京都芸術大学）にて特別講義およびワークショップ（令和２年１

月２５日実施） 

・高台寺にて、修学旅行生（主に中学生、学校単位にて）を対象に臨済宗の法話の後、公

演・ワークショップ（平成２０年より毎年５０校程度） 

特別支援学校に

おける公演実績

・平成２７年５月１４日岡山県健康の森学園支援学校にてワークショップ 

・平成２７年６月１９日岡山県健康の森学園支援学校にて公演 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・  無

申請する演目のDVDまたはWEB公開資料 有   ・  無

※公開資料有の場合URL DVD を提出します。 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 
ID: 

PW:

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD またはWEB 公開資料
有   ・  無

※公開資料有の場合URL 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 
ID: 

PW:



№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内容            【公演団体名 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】 

対       象
小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 
～韋駄天

い だ て ん

が大活躍の古典ファンタジー～ 

絵本語りとともに楽しむ 能「舎利
し ゃ り

」～ 

本公演演目 

原作／作曲 

脚    本 

演出／振付 

能「舎利（しゃり）」 

従来は世阿弥の作とされていたが不明 

公演時間（ ９０分）

 著作権 ○ 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 ① 絵本語り「舎利」 （１５分） 

能のお話を絵本にした「舎利～韋駄天と足疾鬼～」（文 片山清司、絵 小田切恵

子、企画制作 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団、発行 ＢＬ出版）の画像

をステージ上のスクリーンに映して、紙芝居のように場面を展開し、絵本の朗読をし

ます。後で本物の能をみる時に、この絵本語りが鑑賞の大きな手引きとなります。 

② 児童、生徒共演による仕舞 （１５分） 

能楽師と共演する形で児童、生徒が舞台上で謡（うたい）、仕舞（しまい）を実演しま

す。 

③ 能「舎利」 （４５分） 

京都の泉涌寺に足疾鬼（そくしっき）という足の速い鬼が現れ、お寺の宝である「舎

利」を奪って逃げます。泉涌寺にある「舎利」とはお釈迦様の歯のことです。この舎

利を取り戻すためにお祈りをすると、泉涌寺の守護神である韋駄天（いだてん）が

現れ、足疾鬼を追いかけます。天上世界を自在にかけめぐり、宇宙を又にかけた

壮大な古典ファンタジー。さて、追いかけっこの顛末は…。 

能の曲の中で五番目物といわれる華やかでテンポの良い曲です。豪快で迫力のあ

る演技をお楽しみいただきます。 

④ 質疑応答（１５分） 

児童・生徒の質問に能楽師が直接、回答します。 

※本物の能を体感していただくために、京都から能舞台を運び学校の体育館を能楽堂

に変身させます。また、演目の一部分やダイジェスト版ではなく、能「舎利」一曲を通

して鑑賞いただきます。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



演目選択理由 能「舎利」は、京都の泉涌寺に安置されているお釈迦様の歯をめぐって、鬼とそれを追いか

ける韋駄天という神様との攻防が描かれていますが、ストーリーがわかりやすく、また鬼と神

様というキャラクターの親しみやすさもあり、子どもたちにも、古典芸能を十分に楽しめる作

品です。作品の中では鬼になっていますが、いろいろなタイプの人間を許容する、中世以

来、能の曲目に流れる人間の心の優しさを感じ取っていただくことができるでしょう。 

ワークショップの際もこの「舎利」の一部分の謡と仕舞をお稽古しますが、初心者でも取り組

みやすく、身体全体を使う楽しい内容になっています。また、当財団で制作した能の絵本

「舎利～韋駄天と足疾鬼～」の絵本語りと合わせて鑑賞することによって、より深い理解が

得られると考えています。 

児童・生徒の共

演 ，参 加又 は

体 験 の形 態

児童・生徒が能楽師とともに舞台に上がり、謡（うたい）と仕舞（しまい）の発表をしていただ

きます。発表の内容は後で見ていただく能の一部分にあたるので、自分がお稽古していた

ことを、能の舞台で確認していただくことができます。ワークショップに参加した児童・生徒

全員が舞台に上がり発表することになります。 

出 演 者

観世流片山家十世片山九郎右衛門（かたやま くろうえもん）をはじめ、観世流片山家一

門の能楽師を中心に、能楽界の第一線で活躍中のシテ方、ワキ方、囃子方、狂言方が一

公演につき１７名出演します。 

※出演予定者は、「No.2 別紙メンバー表」の通り。

公演出演予定者数

(１公演あたり) 

出 演 者：  １７名

ス タ ッ フ：  ８名

合   計：   ２５名

機 材 等

運搬方法

積載量   ２ ｔ 

車 長  ５．５ｍ 

台 数    １台 



№3(実演芸術) 

                           【公演団体名 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】

公演に当たっての

会 場 条 件

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間(  ２時間３０分程度 ) 

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

8:30 8:30～11:00 13:20～15:00 10 分 15:00～17:00  17:00 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。 

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数

ワークショップ １５０名ぐらいまで 

本公演 ５００名（スペースがあれば５００名以上でも可） 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

能楽全般について、また、本公演で鑑賞する能「舎利」について、わかりやすく解説をした

後、能楽師の丁寧な指導のもと「舎利」の謡（うたい）と仕舞（しまい）のお稽古に取り組んで

いただきます。ワークショップ実施後、本公演までの期間、発表に向けて児童・生徒に自

分たちでお稽古をしていただきます（お手本の映像が入ったテキスト DVD 有り）。開催校

の先生と相談の上、基本的にはワークショップに参加の児童・生徒全員に本番の公演の

日に能舞台の上で発表をしていただきます。 

ワークショップ

実施形態の意図

お稽古の内容は、本公演で鑑賞する能「舎利」の一部分です。自分たちが学び、発表した

ことが、本物の舞台では、どのように展開されるのか、それを確認できるのが本番の公演に

なります。ただ、ワークショップをするだけ、発表するだけ、公演をみるだけ、というのではな

く、ワークショップやその後のお稽古を頑張ってやればやるほど、本公演を楽しくみること

ができ、より深い理解につながっていくという一連のプログラムになっています。 

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

古典芸能という性質上、公演について内容や表現方法を変えるというわけにはいかない

が、支援学校には様々な形態があり、実際に公演、ワークショップに参加する児童・生徒

の状況を確認した上で、担当の先生と綿密に協議し、お互いに、できること、できないこと

をきちんと把握し、その中でよりよい形を考えていきます。 

実施可能時期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



         【公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】 

 

出演予定メンバー表（一例） 

能「舎利」 

シテ（足疾鬼）    片山 九郎右衛門 ☆ 

ツレ（韋駄天）    味方  玄    ☆ 

ワキ（旅僧）     宝生 欣哉    ☆ 

間狂言（堂守）    小笠原 匡    ☆ 

囃子方（笛）     杉  市和    ☆ 

 〃 （小鼓）    吉阪 一郎    ☆ 

 〃 （大鼓）    河村  大    ☆ 

 〃 （太鼓）    前川 光範    ☆ 

後見         青木 道喜    ☆ 

 〃         大江 信行    ☆ 

 〃         大江 広祐 

地謡         古橋 正邦    ☆ 

 〃         片山 伸吾    ☆ 

 〃         分林 道治    ☆ 

 〃         橋本 光史    ☆ 

 〃         田茂井 廣道   ☆ 

 〃         橋本 忠樹    ☆ 

☆印は、重要無形文化財（総合指定）保持者 
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を 麻
あ さ

紐
ひ も

で 組
く

み 立
た

て ま す 。 同
お な

じ 構
こ う

造
ぞ う

で す が 性
せ い

格
か く

は 正
せ い

反
は ん

対
た い

に 作
つ く

ら れ 、 乾
か ん

燥
そ う

し た 堅
か た

い 音
お と

を

だ す 大
お お つ づ み
鼓 に 対

た い

し て 、 小
こ つ づ み
鼓 は 柔

や わ

ら か い 音
お と

を 出
だ

し ま す 。

　 太
た い

鼓
こ

は 牛
う し

の 皮
か わ

で 出
で

来
き

た 二
に

枚
ま い

の 皮
か わ

を 、

ケ ヤ キ の 胴
ど う

に か け 麻
あ さ

紐
ひ も

で 組
く

み 立
た

て 、 台
だ い

に 置
お

き 二
に

本
ほ ん

の バ チ で 打
う

ち ま す 。

　 楽
が く

譜
ふ

は 縦
た て

書
が

き で 、 か け 声
こ え

に よ っ て 拍
は く

数
す う

と 気
き

合
あ

い な ど の 連
れ ん

絡
ら く

を 取
と

り 合
あ

う よ う

に 出
で

来
き

て い ま す 。

能
の う

楽
が く

と は …

　 能
の う

楽
が く

は 今
い ま

か ら 約
や く

六 〇 〇 年
ね ん

前
ま え

の 室
む ろ

町
ま ち

時
じ

代
だ い

に 完
か ん

成
せ い

さ れ ま し た 。 音
お ん

楽
が く

劇
げ き

の 「 能
の う

」

と 喜
き

劇
げ き

の 「 狂
き ょ う

言
げ ん

」 を 合
あ

わ せ て 「 能
の う

楽
が く

」

と 呼
よ

び ま す 。

　 現
げ ん

存
ぞ ん

す る 中
な か

で 世
せ

界
か い

で 一
い ち

番
ば ん

古
ふ る

い 歴
れ き

史
し

を

持
も

つ 舞
ぶ

台
た い

芸
げ い

術
じ ゅ つ

で 、 歌
う た

と 舞
ま い

と 音
お ん

楽
が く

か ら な

る 劇
げ き

で 日
に

本
ほ ん

の 中
ち ゅ う

世
せ い

に 生
う

ま れ た ミ ュ ー ジ

カ ル で す 。 演
え ん

目
も く

は 二 五 〇 曲
き ょ く

以
い

上
じ ょ う

有
あ

り

今
い ま

で も 新
し ん

作
さ く

能
の う

な ど が 作
つ く

ら れ て い ま す 。

　 今
こ ん

回
か い

、 見
み

て い た だ く 「 舎
し ゃ り
利 」 は 室

む ろ ま ち
町

時
じ

代
だ い

の 軍
ぐ ん

記
き

物
も の

「 太
た い へ い き

平 記 」 か ら 取
し ゅ

材
ざ い

を し

た も の で す 。

　 能
の う

楽
が く

は 二 〇 〇 一 年
ね ん

、 ユ ネ ス コ の 世
せ

界
か い

無
む

形
け い

文
ぶ ん

化
か

遺
い

産
さ ん

に 宣
せ ん げ ん
言 さ れ ま し た 。

能
楽
の
舞
台

の
う
 
が
く
 

ぶ
 
た
い
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公
益

財
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法
人

 1
0月

1日
は

「
国

際
音

楽
の

日
」で

す

19
77

年
に

ユ
ネ

ス
コ

の
要

請
で

設
立

さ
れ

た
国

際
音

楽
評

議
会

と
い

う
会

議
で

、
翌

年
の

19
78

年
か

ら
毎

年
10

月
1日

を
、

世
界

の
人

々
が

音
楽

を
通

じ
て

お
互

い
に

仲
良

く
な

り
交

流
を

深
め

て
い

く
た

め
に「

国
際

音
楽

の
日

」と
す

る
こ

と
とし

まし
た

。日
本

で
は

、
19

94
年

か
ら

毎
年

10
月

1日
を

「
国

際
音

楽
の

日
」と

定
め

て
い

ま
す

。

？知
っ

て
い

ま
す

か ・・
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と
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お
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く

 
つ

う
 

た
が

 
な

か
 

よ

こ
う

 り
ゅ

う
 

ふ
か

 
こ

く
 

さ
い

 お
ん

 が
く

 
ひ

に
 

ほ
ん

ね
ん

 
ま

い
 

とし
 

が
つ

つ
い

た
ち

こ
く

 
さ

い
 お

ん
 が

く
 

ひ

さ
だ

こ
く

 
さ

い
 

お
ん

 
が

く
 

ひ

が
つ

 つ
い

 た
ち

し

観
世
流
片
山
家
は
世
阿
弥
が
大
成
し
た
能
の
伝
統
を
京
都
で
受
け
継
い
で
い
る
家
柄
。

明
治
期
に
至
る
ま
で
「
禁
裏
御
能
」
と
呼
ば
れ
る
、
御
所
に
お
い
て
天
皇
が
主
催
さ
れ
る
能

に
奉
仕
す
る
と
い
う
大
役
を
受
け
持
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
期
に
六
世
片
山
九
郎
右
衛
門

と
京
舞
井
上
流
三
世
家
元
井
上
八
千
代
の
結
婚
と
と
も
に
、
一
つ
屋
根
の
下
に
「
能
」
と

「
京
舞
」
と
い
う
二
つ
の
伝
統
芸
能
が
共
存
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
能
・
京
舞
の

技
術
的
な
伝
承
だ
け
で
な
く
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
能
面
や
能
装
束
な
ど
も
後
世
に
よ

り
良
い
形
で
残
し
て
い
く
た
め
に
財
団
法
人
を
設
立
。
そ
の
後
、
公
益
財
団
法
人
の
認
可

を
受
け
現
在
に
至
り
ま
す
。
四
世
井
上
八
千
代
（
京
舞
）、
九
世
片
山
九
郎
右
衛
門
（
片
山

幽
雪
・
能
楽
）、
五
世
井
上
八
千
代
（
京
舞
）
と
、
親
・
子
・
孫
の
三
代
に
わ
た
り
三
人
の

人
間
国
宝
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

◎
団
体
紹
介
：
片
山
家
能
楽
・
京
舞
保
存
財
団



ID 分野  伝統芸能 種目 歌舞伎・能楽 ブロック J 区分 B区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

必要数＊ 1室 可

2ｔトラック 1台 大型バス 1台 不可

可

可

可

－

幅 高さ 可

可

なし 指定学年＊ 可

可

可

不可

幅 8m 奥行 8m 高さ 指定なし 可

可

可

緞帳＊ バトン＊ 可

要 理由 可

不要 可

可

可

100A 可

応相談

なし

本公演について

参加可能人数

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

150名程度まで

90分程度

搬入間口について
単位：メートル

2m

理由

舞台袖スペースの条件＊ 特になし

来校する車両の大きさと台数＊

2m

10m以内

上記車両について「応相談可」の場合，内容詳細

能舞台を搬入するため

・できる限り階段のない経路が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。

設置階の制限＊ 問わない

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用
する場合の条件

不要

※主幹電源の必要容量

その他特記事項

公演に必要な電源容量

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面
に て御確認ください。

ピアノの調律・移動
の要否

（調律費・移動費は
経費対象外です）

フロアを使用する場
合の条件

【令和4年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

公益財団法人　片山家能楽・京舞保存財団 公益財団法人　片山家能楽・京舞保存財団

控室について

項目

条件
25名が座れる部屋を希望、昼食をとる時のみ
使用する。

J130

必要条件等

可

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 2tトラック

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

要

バスケットゴールの設置
状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

500名程度（スペースがあれば500名以上も可）

WSについて

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
舞台上のスクリーンに画像塔影す
るため。

フロア

鑑賞可能人数

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)」の目安を御参照ください。



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

搬入間口について

搬入車両の横づけの要否

横づけができない場合の搬入可能距離

2m

10m以内

要

会場図面(表記単位：メートル)

2m

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

8

8 ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

体育館

舞台

体育館

フロア

※常設舞台を楽屋として使用

13 ｍ

橋掛り鏡の

間パネル
パネル

機

材

鑑賞位置
※必要であればこのスペースも

使用可

フロア使用時
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